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【受賞功績の紹介】

幼少の頃より音楽に親しみ、昭和 46（1971）年に札幌大谷短期大

学音楽科の音楽理論の専任講師として着任し、現在は札幌大谷

大学音楽科教授として、作曲及び教育活動に精力を注いでいる。

これまでに生み出した作品は、オペラ、バレエ、歌曲、室内楽

曲など多岐にわたり、優に 600曲を超えている。また、札幌を中

心に作品リサイタルを行い、その回数は今年で 70回目を数え、

本市の芸術文化の振興に大きく寄与している。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和３９(1964)年　　第 33回音楽コンクール作曲室内楽部門第 3位受賞 

昭和４０(1965)年　　東京藝術大学音楽学部作曲科卒業 

昭和４５(1970)年　　東京藝術大学大学院音楽研究科(作曲専攻)修了 

昭和４７(1972)年　　札幌大谷短期大学音楽科専任講師就任 

昭和４８(1973)年　　第 2回モスクワ国際バレエコンクール最優秀伴奏者賞受賞 

昭和５７(1982)年　　「札幌現代音楽展」結成主宰　現在に至る

  「西田直道先生遺作演奏会」にて市民芸術祭賞受賞

 第 5回北海道青少年科学文化振興賞受賞 

昭和６０(1985)年　　「アイヌの素材による舞曲」にて市民芸術祭賞受賞 

昭和６１(1986)年　　冬季アジア競技大会ファンファーレ作曲 

平成１０(1998)年　　「蓮如上人五百回忌音楽法要」制作指揮(京都－東本願寺)

平成１１(1999)年　　「詩歌の会」主宰　現在に至る 

平成１８(2006)年　　 第 70回作品リサイタル開催 

現　　　　　　在　　札幌大谷大学図書館長・音楽学部教授


